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茂
木
藩
士
の
吉
良
八
郎
は
、
二

宮
尊
徳
の
門
人
、
ま
た
助
手
と
し

て
も
高
名
で
、
尊
徳
と
と
も
に
、

県
内
各
所
の
新
田
開
発
な
ど
に
活

躍
し
ま
し
た
。

幕
末
に
は
、
文
人
で
あ
り
画
人

で
も
あ
る
菊
池
教
中
の
も
と
で
、

鬼
怒
川
沿
岸
開
拓
の
事
業
を
大
成

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
と
し
て
、

明
治
1
2
年
3
月
に
建
て
ら
れ
た
の

が
こ
の
碑
で
す
。

昭
和
4
0
年
ご
ろ
ま
で
は
、
自
宅

の
敷
地
内
に
あ
り
、
子
ど
も
心
に
、

一
体
何
か
な
と
不
思
議
で
し
た
。

そ
の
歴
史
的
な
背
景
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
の
は
、
高
校
を
卒
業
し

て
か
ら
で
、
現
在
も
勉
強
を
続
け

て
い
ま
す
（
昭
和
4
2
年
3
月
2
5
日
、

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
）
。
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